
日
本
の
原
始
時
代
の
医
療
を
考
察
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
手
法
と

し
て
は
、
考
古
学
・
人
類
学
・
民
俗
学
・
民
族
学
お
よ
び
神
話
学
な

ど
の
も
の
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
手
法
に
よ
っ
て
、
日
本
の
原
始
医

療
に
つ
い
て
は
、
石
原
明
先
生
が
、
す
で
に
『
日
本
の
医
学
』
の
冒

頭
に
お
い
て

本
能
的
医
療
行
為
の
時
期

経
験
医
療
の
時
期

魔
法
医
学
の
時
期

に
区
分
し
て
お
ら
れ
る
。

本
能
的
医
療
行
為
は
、
舐
め
る
．
撫
ぜ
る
・
操
む
な
ど
の
個
人
的

な
本
能
に
由
来
し
た
行
為
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
社
会

性
を
持
た
ず
、
ま
し
て
や
、
医
療
行
政
の
対
象
に
は
な
り
得
な
い
て

い
の
も
の
で
あ
る
。
経
験
医
療
も
、
個
人
の
経
験
に
基
づ
く
知
識

日
本
の
原
始
時
代
に
お
け
る

医
療
と
王
権

奥
富
敬
之

を
、
一
定
の
権
威
の
あ
る
者
（
ま
た
は
集
団
）
が
、
権
威
性
の
点
で
劣

位
に
あ
る
者
（
ま
た
は
集
団
）
に
報
知
教
育
あ
る
い
は
施
療
に
あ
た
ら

な
い
限
り
、
社
会
性
を
持
ち
得
な
い
が
、
原
始
時
代
に
お
け
る
権
威

者
と
い
う
の
は
、
年
齢
的
な
長
老
、
政
治
的
な
首
長
お
よ
び
宗
教
的

な
巫
呪
と
い
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
魔
法
医
学
は
、
も

ち
ろ
ん
巫
医
（
呪
医
）
の
専
業
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
原
始
国
家
に
お
け
る
王
権
と
医
療
（
巫
医
）

と
は
、
微
妙
に
重
な
り
合
う
も
の
の
ょ
う
に
思
わ
れ
る
。

縄
文
末
期
に
部
落
国
家
が
成
立
し
て
き
た
頃
、
身
分
や
階
級
と
い

う
秩
序
が
成
立
し
、
石
器
・
土
器
な
ど
の
製
作
や
犬
飼
・
烏
養
な
ど

の
専
業
従
事
者
（
な
い
し
集
団
）
が
出
現
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。

矢
作
、
錦
織
な
ど
も
そ
の
例
で
あ
る
。
当
然
、
原
始
的
で
は
あ
っ
て

も
、
施
療
を
専
業
と
し
た
者
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ

こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
〃
巫
医
″
で
あ
り
、
〃
呪
医
″
で
あ
る
。

巫
医
が
専
門
職
と
し
て
成
立
す
る
に
は
、
一
定
の
原
始
宗
教
の
成

立
が
前
提
で
あ
る
。
こ
の
種
の
業
に
は
、
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の

宗
教
心
が
必
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
さ
に
〃
信
ず
る
者
は
救
わ

れ
る
″
の
で
あ
る
。
巫
医
の
存
在
形
態
と
し
て
ば
、
巫
医
自
身
が
医

療
を
司
ど
る
神
で
あ
る
場
合
と
、
医
療
の
神
と
患
者
と
の
間
に
立
つ
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仲
介
者
的
な
場
合
と
が
考
え
ら
れ
る
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
諸
神
中
の

人
身
烏
首
の
《
《
弓
９
日
》
》
は
前
者
の
例
で
、
第
三
王
朝
の
高
僧
で
医

師
を
兼
ね
た
《
白
日
宮
司
豆
）
は
後
者
の
例
で
あ
ろ
う
。
古
典
古
代
の

票
少
冒
冒
》
》
そ
の
子
の
《
《
雷
匡
の
宮
。
“
〕
》
そ
の
娘
の
《
出
涜
慰
脚
遥
は
医

神
で
あ
り
、
・
ハ
ル
テ
ノ
ン
な
ど
の
祈
祷
師
は
後
者
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
医
神
は
、
大
国
主
命
、
少
彦
名
命
お
よ
び
大
三
輪

神
の
三
柱
で
あ
る
が
、
そ
の
構
造
は
ど
う
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

恋
の
勝
利
者
に
な
っ
た
大
国
主
命
は
、
兄
た
ち
の
嫉
妬
を
か
っ

て
、
い
く
度
も
死
ぬ
が
、
そ
の
つ
ど
生
き
返
る
。
因
幡
の
白
兎
な
ど

も
助
け
た
彼
は
、
や
が
て
出
雲
王
国
の
国
王
に
な
り
、
異
国
か
ら
渡

来
し
た
少
彦
名
命
の
協
力
を
得
て
、
鋭
意
、
国
土
の
経
営
に
努
力
す

る
。
具
体
的
に
は
、
「
為
顕
見
蒼
生
及
畜
産
則
定
其
療
病
之
方
、
又

為
嬢
鳥
獣
昆
虫
之
災
異
則
定
其
禁
厭
之
法
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た

（
紀
）
。
す
な
わ
ち
、
人
間
や
家
畜
の
た
め
の
療
病
法
と
鳥
獣
昆
虫
の

災
に
対
す
る
禁
厭
法
を
定
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
経
験

医
療
を
呪
術
に
く
る
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
は
、
大
国
主
命

自
身
が
医
療
神
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
医
神
を
祀
る
権
能
を
有
し
た

存
在
だ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
健
康
保
持
を
主
管
し
た
少
彦
名
命
が
常
世
国
に
去
る

と
、
疾
病
治
療
を
祈
る
に
す
ぎ
な
い
大
国
主
命
の
前
に
、
医
療
を
専

管
す
る
神
、
大
三
輪
神
が
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
出
現
す
る
の
で
あ

る
。

『
古
事
記
』
に
は
、

於
是
、
大
国
主
神
愁
而
告
、
吾
独
何
能
作
此
国
、
執
神
与
吾
能
相

作
此
国
耶
。
是
時
有
光
海
依
来
之
神
、
其
神
言
、
能
治
我
前
者
、

吾
能
共
与
相
作
成
、
若
不
然
者
、
国
難
成
。
爾
大
国
主
神
日
、
然

者
治
奉
之
状
奈
何
。
答
言
吾
者
伊
都
岐
奉
干
倭
之
青
垣
東
山

上
。
此
者
坐
御
諸
山
上
神
也
。

『
日
本
耆
紀
』
は
長
文
な
の
で
略
す
が
、
と
も
に
大
三
輪
神
と
大

国
主
命
が
対
話
を
し
、
後
者
が
前
者
を
祀
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
呪
術

医
療
の
基
本
形
が
見
ら
れ
る
。
大
国
主
命
に
は
、
自
身
治
癒
す
る
権

能
は
あ
っ
て
も
、
他
を
治
療
す
る
権
能
は
な
い
。
し
か
し
、
国
民
と

医
神
と
の
間
に
立
っ
て
、
祈
願
を
す
る
権
能
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

要
訳
す
る
と
、
日
本
に
お
け
る
三
医
神
の
構
造
は

（
主
医
神
）
（
医
神
兼
国
王
）

大
三
輪
神
大
国
主
命
民
衆

（
副
神
・
健
康
保
善
担
当
）

少
彦
名
命
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と
い
う
図
式
に
一

い
た
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ

（
主
医
神
）
（
医
神
）

シ
も
○
一
ざ
シ
切
匡
①
豆
○
ｍ

（
副
神
衛
生
担
当
）

用
閂
く
い
甘
の
〕
創

致
す
る
。
原
“原
始
王
権
は
医
療
の
権
能
を
内
包
し
て

（
日
本
医
科
大
学
歴
史
学
教
室
）

シ
バ
に
お
け
る

民
衆

延
喜
式
巻
三
七
典
薬
寮
中
の
諸
薬
物
・
処
方
を
倭
名
抄
・
本
草
和

名
・
医
心
方
・
医
疾
令
及
新
修
本
草
（
岡
西
為
人
、
重
輯
新
修
本
草
使

用
）
を
主
に
参
考
に
し
て
分
析
し
た
。
方
法
は
諸
国
進
年
料
雑
薬
総

数
二
○
九
と
諸
司
年
料
雑
薬
に
記
載
の
一
○
八
種
を
頻
度
別
に
分
類

し
、
実
使
用
度
推
定
の
目
安
に
処
方
名
に
使
わ
れ
た
薬
物
七
八
（
典

薬
式
・
倭
名
抄
に
限
る
）
各
々
の
処
方
種
数
と
典
薬
寮
内
使
用
薬
物

九
○
に
つ
い
て
は
そ
の
使
用
頻
度
（
元
日
御
薬
・
臘
月
御
薬
・
中
宮
・

東
宮
臘
月
御
薬
、
雑
給
料
の
何
ヶ
所
に
出
て
く
る
か
）
を
用
い
た
。
し
か

し
実
際
に
分
析
に
用
い
た
薬
物
総
数
は
貢
進
国
四
以
上
の
一
○
五
種

と
貢
進
国
三
’
一
で
中
央
の
使
用
度
の
高
い
か
処
方
例
の
あ
る
一
○

種
及
諸
国
進
年
料
雑
薬
に
な
く
処
方
例
の
あ
る
一
二
薬
物
の
計
一
二

七
種
で
、
そ
の
他
は
使
用
の
有
無
を
確
認
で
き
な
い
為
分
析
か
ら
は

ず
し
た
。
先
ず
第
一
に
分
析
事
項
の
貢
進
国
数
・
中
央
使
用
機
関
数

〃
延
喜
式
巻
第
三
十
七
典
薬
寮
″

解
釈
の
一
試
み

Ｍ
Ａ
Ｃ
／
Ｅ
・
美
枝
子
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